
サワラ〔地方名：さごし（小型）〕

１ 生態

２ 漁業に関する情報

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・相双地区を中心に、流し網や固定式さし網等で漁獲されます。年ごとの来遊状況
によりますが、盛漁期は８～12月です。
・2025年（令和７年）の漁獲量は12トン、金額は16百万円でした。
・過去10年の漁獲量は6.5～68トンの範囲にありますが、1985年には430トン、361百
万円の漁獲があったと報告されています。
・2011年３月の震災以降、操業自粛のため沿岸漁業による水揚げはありませんでし
たが、2014年（平成26年）８月から再開されています。

・東シナ海から黄海、北海道以南の日本海、瀬戸内
海を中心とした太平洋沿岸域に分布します。
・雄は1歳、雌は2歳で大半が成熟します。
・産卵場は東シナ海、瀬戸内海にあり、産卵期は東
シナ海では3～6月、瀬戸内海では5～6月です。
・本県沖で漁獲されるサワラは、日本海側から来遊
すると考えられます。
・生活史を通じて魚食性が非常に強く、イワシ等を
捕食します。

＊福島県水産試験場研究報告第7号（平川1991）により右図を作成

・資源量の指標となるCPUE（単位努力量あたり漁獲量）等の情報が不足しているこ
とから、資源水準や動向は不明です。
・漁獲量の増減は本県沿岸域への来遊状況によると考えられ、年変動が大きいこと
が特徴です。

・漁獲の主体は、８～12月に索餌のため来遊する１歳魚であると考えられます。一
方、2026年（令和８年）の６～７月には、全長80㎝を超え、発達した生殖腺を持つ
サワラが多く水揚げされました。このことから、海況の変化が、来遊状況に影響し
た可能性があります。

３ 資源の状態
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